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村
木
砦
跡
は
、
現
在
の
東
浦

町
森
岡
字
取と
り
で手
に
あ
り
ま
す
。

１
５
５
４
年（
天
文
23
年
）1
月

24
日
、織
田
信
長
と
緒
川
城（
緒

川
字
古ふ
じ
ろ城
）城
主
の
水
野
氏
の

連
合
軍
が
、
今
川
義
元
の
軍
勢

が
守
る
村
木
砦
を
攻
撃
し
た
の

で
す
。

　
信
長
が
今
川
義
元
を
撃
破
し

た
桶
狭
間
の
戦
い(

１
５
６
０

年)

の
前
に
あ
っ
た
こ
の
戦
い

を
、
最
も
古
く
信
頼
で
き
る
史

料
で
あ
る
信
長
の
家
臣
太
田
牛

一
が
書
い
た「
信
し
ん
ち
ょ
う長
公こ
う
き記
」※
１

と
い
う
本
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

水
野
信
元
、

織
田
信
長
に
助
け
を
求
め
る

　
駿
府（
静
岡
県
）の
今
川
義
元

は
京
都
方
面
に
勢
力
を
伸
ば
し
、

岡
崎
城（
岡
崎
市
）を
拠
点
に
重

原
城（
刈
谷
市
）、
沓く
つ
か
け掛

城（
豊

明
市
）、
鳴
海
城（
名
古
屋
市
）、

大
高
城（
名
古
屋
市
）を
取
り
込

ん
で
、
緒
川
城
も
攻
略
し
よ
う

と
勝
手
に
村
木
砦
を
つ
く
り
軍

勢
を
置
き
ま
し
た
。寺
本
城（
知

多
市
）も
今
川
方
に
寝
返
っ
た

の
で
、
緒
川
城
は
同
盟
関
係
に

あ
る
那
古
野
城（
名
古
屋
城
）の

信
長
と
完
全
に
分
断
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
危
機
に
、
１
５
５
３

年（
天
文
22
年
）刈
谷
城
と
緒
川

城
の
城
主
水
野
信
元（
徳
川
家

康
の
生
母
於
大
の
方
の
兄
）は
、

信
長
に
救
援
を
求
め
ま
し
た
。

信
長
、
救
援
に
向
か
う

　
信
長
は
家
督
を
継
い
で
数
年
、

数
え
年
※
２

21
歳
で
し
た
。
隣

の
清
須
城（
清
須
市
）守し
ゅ
ご
だ
い

護
代
の

織
田
信
友
と
領
地
内
で
争
っ
て

い
た
た
め
、
城
を
空
け
れ
ば
攻

め
込
ま
れ
る
と
考
え
て
、
舅
し
ゅ
う
と

※
３
で
あ
る
美
濃（
岐
阜
県
）の

斎
藤
道
三
に
、
留
守
を
守
る
軍

勢
を
頼
ん
で
か
ら
、
１
５
５
４

年（
天
文
23
年
）1
月
に
出
陣
し

ま
し
た
。
21
日
熱
田
に
一
泊
し
、

22
日
ひ
ど
い
大
風
で
船
頭
が
止

め
る
な
か
船
を
出
さ
せ
、
1
時

間
程
度
で
知
多
半
島
に
到
着
。

23
日
に
緒
川
城
に
入
り
、
信
元

に
砦
の
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

村
木
砦
の
戦
い

　
1
月
24
日
、
信
長
と
水
野
の

連
合
軍
は
夜
明
け
と
と
も
に
出

陣
し
、
砦
の
今
川
軍
を
攻
め
ま

し
た
。
砦
は
、
大
き
さ
東
西

２
５
０
ｍ
南
北
２
０
０
ｍ
ほ
ど

で
、
北
は
崖
、
東
は
海
、
南
は

村村む

ら

き

む

ら

き木木
砦砦と

り
で

と
り
で

のの
戦
い
戦
い

信
長
が
実
戦
で
最
初
に

信
長
が
実
戦
で
最
初
に

鉄
砲
を
使
っ
た
戦
い

鉄
砲
を
使
っ
た
戦
い

東浦町の歴史を知ろう！

緒川城

寺本城寺本城

大高城

那古野城

沓掛城

知立城

刈谷城刈谷城 岡崎城
安祥城 今川軍の三河方面

最重要拠点

信長の本拠地 水野・織田軍
今川軍

重原城

村木砦

村木砦の戦い行動図（町教育委員会発
行「於大の方と水野氏」を元に作成）

↑↑ 上陸地につ上陸地につ
いては諸説ありいては諸説あり

緒川城址…
水野貞守が文明年間（1469～86）
に築城したと伝えられ、忠政や信
元ら水野氏の居城になった。城址
内に、家康の生母伝通院於大出生
地の碑が建っている。現在は主郭
の北西部の土塁が残されている
のみである。 問郷土資料館（うのはな館）

82-1188

ＮＨＫ大河ドラマ「麒
きり ん
麟がく

る」第14回で、戦国時代に
東浦町であった「村木砦の
戦い」が放映される予定

麒麟が来る
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戦
後

　
翌
25
日
、
信
長
は
今
川
に
寝

返
っ
た
寺
本
城
に
手
勢
を
や
っ

て
城
の
ふ
も
と
に
火
を
放
た
せ
、

那
古
野
城
に
戻
り
ま
し
た
。
こ

の
話
を
聞
い
た
斎
藤
道
三
は
、

「
す
さ
ま
じ
き
男
、
隣
に
は
い

や
な
る
人
に
て
候
よ
」（
お
ど
ろ

く
べ
き
男
だ
。
隣
国
に
居
て
は

い
や
な
人
だ
な
）と
言
っ
た
と

い
い
ま
す
。

※
１
…
角
川
日
本
古
典
文
庫

「
信
長
公
記
」よ
り　

※
２
…
当
時
は
、
生
ま
れ
た
時

が
１
歳
、
正
月
の
た
び
に
１

歳
ず
つ
加
え
た
数
え
年
と
い

う
年
齢
を
使
っ
て
い
た
。

※
３
…
妻
の
父

※
４
…
当
時
は
火
縄
銃
。
一
度

打
つ
と
銃
身
の
掃
除
や
玉
込

め
な
ど
に
数
分
は
か
か
る
た

め
、
銃
を
取
替
え
な
が
ら

撃
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

大
き
な
深
い
堀
が
あ
る
堅
い
守

り
で
し
た
。
信
長
は
、
攻
め
に

く
い
南
の
大
堀
か
ら
の
攻
撃
を

受
け
持
ち
、
堀
端
で
鉄
砲
※
４

を
取
替
え
な
が
ら
撃
ち
放
ち
ま

し
た
。
こ
れ
が
は
じ
め
て
実
戦

で
鉄
砲
を
使
っ
た
時
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
若
武
者
た
ち
は
、

我
も
我
も
と
砦
の
塀
に
登
っ
て

突
き
落
と
さ
れ
、
ま
た
登
っ
て

砦
を
攻
め
ま
し
た
。
西
は
叔
父

の
織
田
信
光
、
東
は
水
野
の
軍

が
攻
め
ま
し
た
。

　
砦
内
の
今
川
軍
も
懸
命
に
戦

い
ま
し
た
が
、
攻
め
続
け
ら
れ

て
け
が
人
や
死
人
が
山
に
な
り

ま
し
た
。
夕
刻
に
降
参
し
、
砦

は
落
ち
ま
し
た
。
信
長
方
の
死

傷
者
も
数
知
れ
ず
、
目
も
あ
て

ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
。
信
長

は
本
陣
の
天
王
社（
村
木
神
社
）

に
戻
り
、「
そ
れ
も（
ご
苦
労
）、

そ
れ
も（
ご
苦
労
）」と
涙
を
流

し
ま
し
た
。

　

東
浦
町
に
残
る
史
料
で
は
、

そ
の
後
、
信
長
が
兵
た
ち
に
祝

酒
や
食
べ
物
を
振
舞
っ
た
場
所

を
、
の
ち
に
東
浦
町
の
人
が
聞

き
伝
え
て
、
飯い
く
い
ば

喰
場（
森
岡
字

飯
喰
場
）と
名
付
け
た
と
書
い

て
い
ま
す
。

火縄銃…
銘：藤巻二重張芝辻甚三郎花押（江戸初期 新城市設楽原歴史資料館所蔵）
信長が使った鉄砲は、1543（天文12）年にヨーロッパから伝来したとされる「火縄銃」でした。筒の先端
から火薬と玉を込め、手元の火皿に盛った火薬に火縄で点火して発射しました。この銃は、戦国時代の
雰囲気を色濃く残しています。

③八
やつるぎ

剱社…
村木砦の戦いの死者を祀

まつ

るため、信元の家臣清水家
重が1571年に村木砦跡に
建立した。

50

森岡
新池公園
森岡
新池公園
①飯喰場①飯喰場

村木神社村木神社

八剱社八剱社
③③

②② JR尾張
森岡駅
JR尾張
森岡駅

森岡駅西森岡駅西

村木砦跡（推定範囲）①飯喰場…村木砦の戦い後、信長が兵士たちに言葉を
かけ、祝いの酒盛りをした場所と伝えられる。
②村木神社…信長が本陣とした天王社。大正2年に八
幡社を合

ご う し

祀し、村木神社と名を変えた。

村木砦の戦いの
地を訪ねるコース

　

春
の
企
画
展
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
延
期
と
な

り
ま
し
た
。

お知らせ


